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課
題
の
解
決
に
は
、
社
会
の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
育
成
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
、
そ
し
て
そ
の
基
盤
と
な
る
教
育
や
科
学
技

術
の
振
興
が
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
な
信
念
の
も
と
、
本
年
も
、
文
部
科
学
省
が
担
当
す
る
教
育
、
科
学
技
術
・

学
術
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
の
各
般
の
振
興
を
通
じ
、「
強
く
明
る
い
日
本
」
の
実
現
に
全
力
で
取
り
く
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
は
、
約
六
十
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
、
初
め
て
の
教
育
振
興
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
計
画

で
は
、
目
指
す
べ
き
教
育
の
姿
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
実
現
の
た
め
の
具
体
的
施
策
を
体
系
的
に
示
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
今
後
、
計
画
を
着
実
に
実
行
す
る
こ
と
が
、
私
の
最
大
の
使
命
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
「
読
み
、
書
き
、
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
っ
た
基
礎
学
力
の
定
着
、
道
徳
教
育
の
充
実
、
体
力
の
向
上
、
職
業
観
・
勤

労
観
の
育
成
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き
る
基
本
」
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。
新
し
い
小
中
学
校
学
習
指

導
要
領
が
本
年
四
月
か
ら
算
数
・
数
学
、
理
科
を
中
心
に
一
部
先
行
し
て
実
施
さ
れ
、
ま
た
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の
学

習
指
導
要
領
も
改
訂
を
目
前
に
控
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
教
職
員
定
数
の
改
善
や
、
外
部
人
材
の
活
用
、
教
材
作
成
へ
の
支
援
な

ど
、
教
員
が
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
と
向
き
合
う
環
境
を
つ
く
り
つ
つ
、
指
導
要
領
の
円
滑
な
実
施
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
は
、
大
分
県
に
お
い
て
教
員
採
用
に
関
わ
る
汚
職
事
件
が
起
こ
り
、
公
教
育
へ
の
信
頼
が
大
き
く
揺
る
ぎ
ま
し
た
。
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強
く
明
る
い
日
本
の
未
来
の
た
め
に

平
成
二
十
一
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
祝
辞
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
は
、
昨
年
九
月
に
発
足
し
た
麻
生
内
閣
に
お
い
て
、
文
部
科
学
大
臣
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
、
我
が
国
は
百
年
に
一

度
の
世
界
的
な
経
済
危
機
に
直
面
し
、
雇
用
を
は
じ
め
国
民
生
活
に
直
結
す
る
数
々
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
に

目
を
向
け
れ
ば
、
気
候
変
動
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
、
貧
困
問
題
な
ど
、
地
球
規
模
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
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あ
る
医
師
不
足
解
消
の
た
め
、
医
学
部
の
入
学
定
員
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、
周
産
期
医
療
に
関
す
る
人
材
養
成
の
強
化
等
に
よ
っ

て
大
学
病
院
が
地
域
医
療
の
拠
点
と
な
る
よ
う
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
学
生
の
内
定
取
消
問
題
に
対
応
す
る
た

め
、
大
学
の
就
職
支
援
活
動
を
応
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
の
四
名
の
日
本
人
研
究
者
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
は
、
基
礎
科
学
の
分
野
に
お
け
る
日
本
の
貢
献
の
大
き
さ
を
世
界
に
示
し

ま
し
た
。
人
類
社
会
に
対
す
る
貢
献
を
将
来
に
わ
た
っ
て
続
け
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
に
も
基

礎
科
学
力
の
一
層
の
強
化
が
必
要
で
す
。
昨
年
末
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
や
有
識
者
の
方
々
か
ら
頂
い
た
ご
意

見
を
基
に
「
基
礎
科
学
力
強
化
総
合
戦
略
構
想
」
を
ま
と
め
ま
し
た
。
本
年
は
、
こ
の
構
想
に
基
づ
き
、
研
究
者
へ
の
支
援
、
研

究
環
境
の
整
備
や
創
造
的
な
人
材
の
育
成
な
ど
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ま
た
、
科
学
技
術
創
造
立
国
と
し
て
、
我
が
国
が
持
て
る
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
し
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
創
出
・
促
進
し
う

る
環
境
の
整
備
が
重
要
で
す
。
第
三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
世
界
を
リ
ー
ド
す
る
優
秀
な
人
材
を
養
成
・
確
保
し
、

そ
の
能
力
が
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
や
、
若
手
や
女
性
、
外
国
人
な
ど
多
様
な
人
材
が
活
躍
で
き
る
研
究
環
境
の
整
備
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
大
学
や
研
究
機
関
等
の
先
端
的
な
研
究
施
設
の
整
備
・
充
実
や
共
同
利
用
・
共
同
研
究
の
促
進
、
科
学
研
究
費
補
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今
後
、
教
育
委
員
会
が
本
来
の
使
命
を
果
た
す
べ
く
そ
の
機
能
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
本
年
四
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
教
員
免
許

更
新
制
の
円
滑
な
実
施
な
ど
を
通
じ
、
教
員
の
資
質
向
上
と
公
教
育
へ
の
信
頼
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況
を
踏
ま
え
、
外
国
人
も
含
め
た
手
厚
い
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
支
援
を
充
実
す
る
と
と
も

に
、
奨
学
金
や
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
の
充
実
な
ど
を
通
じ
家
計
の
教
育
負
担
の
軽
減
を
図
り
、
学
び
の
機
会
を
確
実
に
保
証
し
て

ま
い
り
ま
す
。

学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
に
加
え
、
地
域
住
民
の
応
急
避
難
場
所
と
も
な
る
も
の
で
あ
り
、
今
後
、
地

震
に
よ
る
倒
壊
の
危
険
性
の
高
い
約
一
万
棟
の
耐
震
化
を
一
層
加
速
す
る
と
と
も
に
、
武
道
場
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。大
学
教
育
に
つ
い
て
は
、
経
済
や
社
会
情
勢
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
変
化
す
る
中
、
そ
の
国
際
競
争
力
の
向
上
と
、
質
の
保
証
に
向

け
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
立
大
学
法
人
運
営
費
交
付
金
や
私
学
助
成
な
ど
大
学
の
基
盤
的
経
費
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
現
在
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
審
議
さ
れ
て
い
る
「
中
長
期
的
な
大
学
教
育
の
在
り
方
」
を
踏
ま
え
、
大

学
の
機
能

別
分
化
に
応
じ
た
支
援
、
「

留
学
生
三
十

万
人
計
画
」
の

推
進
な
ど
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

喫
緊
の

課
題
で
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文
化
芸
術
は
人
々
の
心
を
豊
か
に
し
、
社
会
を
明
る
く
す
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
文
化
芸
術
が
持
つ
創
造
性
は
、
産
業
振

興
や
地
域
活
性
化
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
経
済
に
逆
風
が
吹
い
て
い
る
今
こ
そ
、
戦
略
的
に
文
化
芸
術
の
振
興
に

取
組
み
、「
文
化
芸
術
立
国
」
の
実
現
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
文
部
科
学
行
政
に
対
す
る
国
民
の
強
い
期
待
を
重
く
受
け
止
め
、
果
断
に
諸
般
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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助
金
な
ど
競
争
的
研
究
資
金
の
拡
充
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
拠
点
の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
産
学
官
連
携
の
強
化
や
地
域

の
活
性
化
に
も
資
す
る
知
的
ク
ラ
ス
タ
ー
の
創
成
等
に
努
め
ま
す
。

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
各
分
野
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
は
、
安
全
・
安
心
の
確
保
な
ど
社
会
・
国
民

の
ニ
ー
ズ
の
高
い
も
の
や
、
国
際
競
争
力
の
強
化
、
国
際
社
会
へ
の
貢
献
に
資
す
る
も
の
な
ど
、
選
択
と
集
中
を
図
り
な
が
ら
戦

略
的
に
推
進
し
ま
す
。
宇
宙
輸
送
シ
ス
テ
ム
、
次
世
代
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
海
洋
地
球
観
測
探
査
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
国
家

基
幹
技
術
の
研
究
開
発
に
つ
い
て
も
、
着
実
に
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
「
科
学
技
術
外
交
」
を
強
化
す
る
た
め
、
地
球
規
模
の
課

題
へ
の
貢
献
や
先
端
分
野
で
の
戦
略
的
な
国
際
科
学
技
術
協
力
の
推
進
な
ど
、
科
学
技
術
の
国
際
活
動
を
戦
略
的
に
推
進
し
ま
す
。

昨
年
の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
日
本
人
選
手
の
活
躍
は
、
国
民
に
夢
と
感
動
を
与
え
ま
し
た
。
日
本
人
選
手
が
世
界
の
檜
舞

台
で
更
に
活
躍
で
き
る
よ
う
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
競
技
者
の
育
成
・
強
化
に
努
め
、
二
〇
一
〇
年
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
備
え
る
と
と
も
に
、
二
〇
一
六
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
日
本
開
催
を
目
指
し
て
、
招
致
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、

誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環
境
の
整
備
を
進
め
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
を
図
る
と
と
も
に
、
野
外
活
動
の
振
興
や
校

庭
の
芝
生
化
の
推
進
な
ど
、
子
ど
も
が
「
外
に
出
る
」
活
動
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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